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要 旨

SherwoodAnderson（1876�1941）はWinesburg,Ohio（1919）において、25のエピ

ソードを通して孤独に苦しむ人々を描いた。架空の町ワインズバーグに暮らす人々は、

それぞれが孤独の苦しみにあがいている。その中でも、典型的な孤独の様相をみせる

のが、・Adventure・のAliceHindmanである。彼女は恋人が去った後、ワインズバー

グで10年以上彼を待ち続け、ある日、自らの状況に耐えきれなくなり、何も身につ

けずに雨の中を走り出すという冒険を経験する女性だ。Aliceはこの冒険にいたるま

での間に、彼女なりに孤独から逃れようと工夫を凝らしている。その 1つが

・inanimateobjects・「生命のないもの・無生物」に愛着を抱くようになることだ。彼

女は他人に触られるのも許せないほど家具などの無生物に執着する。今回は、この

Aliceの・inanimateobjects・に対する愛着に注目する。本論では、Aliceがかつての恋

人や自らを生命のないもの、すなわち、無生物のようにとらえている様子がないかを

みることで、彼女にとっての無生物がどういった意味を持つのかを検証した。Alice

は無生物を変化しないもの、いわば、恒久的なものとしてとらえることで、孤独の苦

しみから逃れようとしている。・inanimateobjects・に注目することで、孤独の中でも

がき続けるしかなくなるAliceの無力さや弱さが明らかになるだろう。
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はじめに

Winesburg,Ohio（1919）には孤独があふれている。ワインズバーグという架空の小

さな町に暮らす人々が、自らの孤独に苦しみあがく姿をSherwoodAnderson（1876�

1941）は25のエピソードを通して描いた。Winesburgに描かれる人々は、孤独をど

うにか解消しようと彼らなりの行動を起こす。たとえば、・Loneliness・の Enoch

Robinsonは自分にとって都合の良い想像上の人物を作り上げ、満足げに部屋に閉じ

こもり、・Adventure・のAliceHindmanは、10年以上耐えてきた孤独に我慢できなく

なり、ある日、誰でも良いから一人でいる人を抱きしめたいといった衝動にかられて、

何も身につけず雨の中を走り出すなど、さまざまな行動を起こす。特にAliceはこれ

に加えて、孤独な人に共通してみられる、ある工夫を凝らすようになる。たとえば、

夜になると自分の部屋でひざまずき、祈りながら恋人に言いたいことをささやいたり、

目的があるわけでもないのに貯金を続けたり、そして、他人に対して自分の家具など

を触らせないほど・inanimateobjects・「生命のないもの・無生物」（92）に愛着を抱

くようになったりするのだ1。今回はこのAliceの無生物に対する愛着に注目しようと

思う。

かつての恋人に去られ、孤独にさいなまれるAliceが、なぜ無生物への愛着を持つ

ようになるのだろうか。RayLewisWhiteが・She［Alice］becomespossessiveaboutthe

veryfurnitureinherroom,forbiddinganyoneelsetotouchit,sinceshecanhaveandhold

tangibleobjects,asshesurelycannothaveandholdNed・（71）と述べるように、Alice

は戻って来ない、すなわち、手に入れることのできないNedCurrieの代わりに、部

屋にある自分の所有物を選んだのかもしれない。確かに愛情を注ぐ別の対象を得るこ

とが、孤独の解消になると考えることもできる。しかし、その別の対象がなぜ無生物

になるのだろうか。Aliceの行動をみると、彼女が22歳の頃は戻らないNedを待ち

ながら、ほかの男性が近づいてきても相手にしようとしていないことがわかる。また、

彼女が25歳のときに、メソジスト教会の一員であるWillHurleyと知り合い一緒に散

歩するようになるが、最後には彼と会うことを避けるようになってしまう。22歳の

頃のAliceはまだ若く、Nedへの愛着が強いとも考えられる。だが、いずれにせよ、

周囲に男性がいるにもかかわらず、誰とも関係をうまく築くことができないまま彼女

は時を過ごすのだ。やはり、生きている人間では、彼女の孤独を紛らわせることはで
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きないと考えるのが自然だろう。

そこでこの小論では、まずAliceの孤独が具体的にどういった状況なのか再考する。

つづいて彼女の孤独への対処法として、無生物がいかなる働きをするのかを考える。

そのために、AliceがNedと彼女自身を生命のないもののようにみなす傾向がなかっ

たかを考察し、その上で、家具やお金といった物質への愛着について考えを進める。

最後に、これらのことからAliceにとって無生物への愛着とはどういった意味を持つ

のか、そして、その愛着が、彼女のどのような特質を示しているのかを検証しようと

思う。

１．Aliceの孤独

Winesburgは、世間から遮断された孤独な人々の苦悶の物語だというほぼ同一の見

解が、多くの批評家によって示されている。EdwinT.Bowdenは、・Sherwood

Anderson・sWinesburg,Ohio,asarepresentativeexampleofthenewnovel,isacollection

ofinterrelatedsketchesofisolatedandlonelypeopleinasmallcommonplaceOhiotown,

butpeoplesufferingaloneliness...・（114）と述べ、Whiteは ・［Wallis］oneof

Anderson・srecurringimagesofhumananomie・（67）として、孤独を象徴する壁や、

壁に囲まれて部屋が作品を通して描かれていることを指摘している2。いわば、愛情

や理解を求めながらも、社会から疎外され、精神的に隠遁者となってしまった人々が

さまよっているわけだ（Burbank72）。Aliceの場合も例に違わずこういった孤独のな

かに生きている。たとえば、彼女は家族とともに母親の家で暮らしている。いわば家

族という小さな社会に属しているのだが、母親の再婚を機にその社会の中で孤立して

しまう。また、仕事を持ち、メソジスト教会の一員になるが、そういった集まりの中

でも彼女が周囲の人々と打ち解ける様子はない。職場の衣料品店にいるのは雇い主で

ある口数の少ない老人だけで、そこに描かれるのは、雨の降る大通りを見ながら、一

人店で過ごすAliceの姿である。そして教会の青年団でも、薬屋のWillとの出会いだ

けで、それ以外の人々との関係は描かれない。

上にあげたように、Aliceは全く一人で過ごしているわけではなく、家族や教会な

どに属して人と関わりながら生活をしている。だが皮肉なことに、その中にいるから

こそAliceは疎外感を強めているのだ。一番身近な家族という小さな社会の中でさえ
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も、望まずとも母親の再婚を目にしなければならず、Aliceは自分が一人であること

を認めざるを得ない。また教会への所属や青年団への参加も、自らの孤独を意識する

がゆえにAliceが決めたことなので、余計に孤独を強く感じる原因となってしまう。

彼女は青年団で知り合った男性について、次のように自分に言い聞かせていることか

らもわかる。・Iwanttoavoidbeingsomuchalone.IfIamnotcarefulIwillgrowunaccus-

tomedtobeingwithpeople・（96）。Aliceは孤独を解消するために、この男性と会っ

ているし、青年団にも参加したのだ。だが、こういった手段によって、彼女の孤独が

払拭された訳ではない。引用にあるように、Aliceは青年団の男性を思い浮かべなが

ら、一人でいること、すなわち、孤独であることを避けたいとさらに考えている。彼

女は、自らの孤独を感じ、その孤独を解消すべく行動を起こすことで、さらに孤独で

あることを意識せざるを得なくなるのだ。つまり、Aliceは家族もいて、自らの孤独

に対処しようともしているのだが、ワインズバーグに暮らす他の人々と同様に精神的

な孤立を解消することはできず、孤独の深みに陥ってしまっているのだ。

２．孤独の苦しみから逃れる手段

� 無生物への関心

ではAliceは孤独の苦しみを忘れることはなかったのだろうか。まったくないわけ

ではないようだ。彼女は父親が亡くなったのを機に、Winneyの衣料品店で勤めるよ

うになった。この店での仕事について、・Shewasgladtobeemployedbecausethedaily

roundoftoilinthestoremadethetimeofwaitingseemlesslonganduninteresting・（92）

という記述がある。勤め始めたことでAliceはいくぶん気持ちを紛らわせることがで

きているようだ。彼女が勤めに出たのはおそらく経済的な理由だろう。先にあげた青

年団への参加のように、孤独であることを意識して人と関わろうという思いから始め

たことではない。そのために、幸いなことに、孤独への意識を強めることなく、先の

引用にあげたように、その苦しみをわずかでも和らげることができたのだろう。そし

て仕事に就いたことで彼女が始めたのが、お金を貯めるということである。Nedに会

うために始めたのだが、その目的は忘れられても貯金は続けられて習慣のようになる。

つまり、お金という無生物に対する関心が、ここではじめて描かれるのである。こう

考えてくると、わずかながらでも経験した孤独による苦しみの軽減と、そのときに始
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まったお金など無生物への関心、この2つがAliceの中で結びついていてもおかしく

ないだろう。そこで、ここからはAliceの無生物への関心について、さらにみていこ

うと思う。

� 人を生命のないもののようにとらえる

Aliceは孤独が深まるなかで、無生物に対する愛着を持つようになる。だが最初か

ら無生物に愛着を抱くことで、孤独を解消しようとしていたわけではない。もちろん

はじめはNedという恋人がいた。そして、彼がいなくなったことで孤独にさいなま

れるようになっても、その苦しさを解消するために新たな社会で人々と関わろうとし

ていた。それが次第に愛着の対象を家具などに向けるようになってしまう。というこ

とは、孤独を解消するために、最初は普通に人、すなわち、命あるものに関心を持っ

ていたのだが、次第に無生物へとその対象を変化させたわけである。しかしAliceは、

孤独の直接の原因をつくったNedをも、命あるものから無生物に変化させることで、

苦しみから逃れようとしていないだろうか。なぜなら、彼女にとってNedの存在が、

徐々にあいまいなものになっているように思われるからだ。

では、AliceがどのようにNedをとらえているかをみてみよう。Nedがワインズバー

グを出てから2、3年したとき、Aliceは森に出かけて、過ぎゆく時の中で青春の美し

さや新鮮さが失われてしまったことを意識しながら次のように感じている。・Forthe

firsttimeshefeltthatshehadbeencheated.ShedidnotblameNedCurrieanddidnot

knowwhattoblame・（94）。Nedに対する愛情がまだ残っていて責める気がしない可

能性もあるが、この引用にあるように、責める相手がわからないというのは、愛情の

対象Nedの存在が、Aliceの中ではっきりせず、ぼんやりしたものになっていること

の表れだろう。また、彼女が27歳の秋、薬屋のWillと歩くのが嫌になって彼を追い

返したあと、部屋で孤独を感じて眠れない場面がある。そのときのAliceの思いは次

のように描かれる。・...shesometimesthoughtofNedCurrie,shenolongerdepended

onhim.Herdesirehadgrownvague.ShedidnotwantNedCurrieoranyotherman・

（96）。この引用をみると、AliceはNedの存在を意識しているが、自分の愛情をNed

に向けることも、彼からの愛情を求めることも、できないでいることがわかる。それ

は、彼女がNedを一人の人間としてとらえることが難しくなっているためだろう。
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これら2つの例から、AliceにとってNedは忘れられない存在だが、人間というより、

個性のぼんやりとした物質のようになっていることがわかる。すなわち、Aliceは

Nedを生命のない無生物のようにみる傾向をみせているのだ。

AliceがNedを無生物のようにとらえることに、どういった意味があるのだろうか。

生きているものから、生命のないものへの変化、このことを考えるとき、Sigmund

Freudの「死の本能」の概念が思い出される3。この概念は、有機物より無機物のほ

うが、生物よりも無生物のほうが、生よりも死のほうが、より確実なものでより恒常

性のある存在であるというものだ。そして、有機物の内部は常に無機物へと解体して

いこうとする本性が、生物には無生物へと向かう本能、つまり「死の本能」が働いて

いるという考えである。（小此木、『フロイト思想』66）つまり、生物から無生物へ

の変化は、より確実なものへ変わることだ。とすると、AliceはNedをより確実な存

在にしようとしたと考えられないだろうか。彼女にとって恒常的なNed、それは、ワ

インズバーグで彼女と一緒にいたNedしかいない。つまり、AliceはNedを無生物化

することによって、過去の彼を取り戻そうとしている可能性がある。

Aliceも最初は、今生きているNedを求めている様子が見受けられる。勤めに出て

からお金を貯めたのは、もともと、彼をシカゴまで追いかけようと思っていたためだ。

しかし、彼女は次第に過去のNedしか求めなくなる。思い出せるのは、彼女のそば

にいたNedの姿だけなので、仕方がない部分もある。だが、そういった状況を踏ま

えたとしても、Aliceが、現在、もしくは、将来ではなく、過去のNedを執拗に求め

る様子がみられるのである。たとえば、別れの前夜にNedが言った、・Nowwewill

havetosticktoeachother,whateverhappenswewillhavetodothat・（91）という言

葉を彼女は何度も思い出す。AliceがNedを思うときに頭に浮かぶ言葉、それは彼女

が一番幸せを感じていただろうときに聞いたものである。そして、この言葉を発した

ときのNedを、彼女は最も求めているのだ。また、彼女が25歳になったとき、・Iam

becomingoldandqueer.IfNedcomeshewillnotwantme.Inthecitywhereheisliving

menareperpetuallyyoung.Thereissomuchgoingonthattheydonothavetimetogrow

old・（95）などと言い聞かせ、いろんな人と付き合おうとし始める。Nedがいなくなっ

て10年ほどたつのだが、Aliceは自らの年齢を感じているにもかかわらず、彼がいつ

までも若いままでいるような感覚になっている。ここに例をあげたように、Aliceは
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確かに別れた恋人を求めているが、それは、彼女が一番輝いていただろう頃の、過去

のNedの姿なのである。

これまで、Nedを生命のないあいまいなものとしてとらえることで、昔の彼を求め

ているAliceについてみてきたが、彼女はNedだけでなく自らをも無生物のように考

え、16歳の頃の自分のままでいようとしていないだろうか。年月が過ぎゆくことを

普段は忘れようとしているのだが、ふと思い出すときの彼女の恐れがそういった傾向

を示しているように思う。たとえば、先にもあげたようにNedがいなくなって2、3

年して森に行き、景色を見ているときにAliceは次のような感覚に襲われている。

Fearofageandineffectualitytookpossessionofher....something,perhapsthe

thoughtofneverceasing-lifeasitexpressesitselfintheflowoftheseasons,fixedher

mindonthepassingyears.Withashiverofdread,sherealizedthatforherthebeauty

andfreshnessofyouthhadpassed.（94）

何年かぶりに森で過ごしたAliceは、季節が流れ自らも年齢を重ねていることをひ

しひしと感じる。それは、おそらく、普段は仕事もあり気持ちを紛らせて、自分が老

いていくことをも忘れているために、余計に感じてしまうことなのだろう。

また、孤独に耐えられなくなりAliceが服を脱ぎ捨て雨の中を走り出したとき、次

のようなことを考えている。・...therainwouldhavesomecreativeandwonderfuleffect

onherbody.Notforyearshadshefeltsofullofyouthandcourage・（97）。いわゆる彼

女にとっての冒険を経験するとき、この引用にあるように、Aliceは何年も若さや勇

気といったものを感じていなかったことに気づき、まるで自分の周りの時間が止まっ

ていたかのような感覚を覚えているのだ。

そして、この・Adventure・という作品は、AliceがNedと別れてから、およそ10年

間の出来事を彼女の年齢がわかるように描かれている。Winesburgの作品の中ではあ

まりないことだ4。たとえば、Aliceが16歳の時にNedと別れ、22歳で父親が亡くな

り衣料品店で働き出し、25歳で母親が再婚して、彼女は教会の一員に、そして27歳

で彼女の冒険を経験するといったように、Aliceが年を重ねていることが印象づけら

れる。また、衣料品店で彼女が働く場面では・...weeksranintomonthsandmonths
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intoyearsasAlicewaitedanddreamedofherlover・sreturn・（93）というような表現

で、歳月が刻々と過ぎゆく様子が描かれ、さらに、ワインズバーグの移りゆく季節が

・Inthespring,whentherainshavepassedandbeforethelonghotdaysofsummerhave

come,thecountryaboutWinesburgisdelightful・（93�94）と展開される。こういった

止まることのない時間の描写が、Aliceが16歳のままの自分をとどめておこうとする

姿を、より対照的に映し出すのである。

これまでみてきたように、Aliceは、自分がNedと一緒にいた頃のままであろうと

している。だからこそ、決して止まることのない時の流れを感じたときに、急に恐ろ

しさを感じるのだ。彼女は昔のままのNedを求めたように、昔のままの自分を求め

ている。つまり、AliceはNedだけでなく、自分をも生命のないもののように感じ、

無生物のようにとらえているのだ。

� 家具やお金などへの関心

ここまで、Aliceと無生物との関係をみてきたが、彼女がNed、そして自分をも無

生物のようにとらえていることがわかった。それは、元の自分たちの姿を求めること、

すなわち変わらないものへの欲求である。Aliceにとっては、それは、一番良い頃の

自分たちに戻ること。その状態に戻ることで、わずかながらでも心の安らぎを得よう

としているのだ。ときに、Nedの言葉を思い出して涙することもある。しかし、・Iam

hiswifeandshallremainhiswifewhetherhecomesbackornot・（92）と言い聞かせ

る様子は、昔のままのNedと結婚していることを思い浮かべ、他の青年に関心を持

たなくても良いのだと、彼女が自分を納得させて安心しているようである。

Aliceの恒久的なものを求める思いを、人に対する態度からみてきたが、もちろん、

家具やお金といった無生物に対しても同様の思いがみられる。それは、物事の変化に

対する恐れも伴って彼女のふるまいに反映される。Aliceが家具などに対して、元の

状態に戻そうとする様子はない。そばにいたNedは姿を消し、自らも年齢と共に若

さを失って変わっていく。しかし、家具などは自ら消えていくこともなければ、目に

見えて老朽化してしまうことはないのだ。そこで、元に戻そうとは考えなくても、変

わらずにそこにあり続けてほしいと強く思うことになる。

たとえば、家具に対しては、人に触れられることで、何らかの変化がおこることを
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恐れているのだろう。・She...couldnotbeartohaveanyonetouchthefurnitureofher

room・（92�93）と描かれるのは、そういった彼女の気持ちの表れだといえる。他人

が触れることで、汚されたり、どこかに持ち去られたりすることが、彼女には許せな

い。自分やNedに生じているような変化は、起きて欲しくないのだ。

また、お金については、当初はNedに会いに行くために蓄えられたのだが、次第

にその目的は忘れられてしまう。それでも、そのお金が彼女自身のために使われるの

であればよいが、Aliceはそのお金でドレスを新調する気にもなれない。おそらく、

貯められたお金が減っていくことが彼女には受け入れられないのだろう。そのために、

ただ貯金することが習慣のようになってしまう。また、雨の日に店番をしながら、通

帳を何時間も見て過ごしているAliceの姿が描かれる。（93）この場面からは、環境

や目的が変わっても、手元に残っているお金を確認して、安心しているAliceの様子

がうかがえる。Aliceにとって、お金は、恒久的にそこにあるものを得ようとする彼

女の思いを満たしてくれるものなのだ。

これまでみてきたように、Aliceは人に関しては元の状態に戻そうとし、家具など

の物質に対しては、変わらずにそのままにあることを求めた。いずれにせよ、彼女は

永久に変わらずに存在するものを求めることで、わずかでも孤独を解消しようとした

のだ。永久に変化することなく存在するもの、それは、彼女にとっては、生命のない、

無生物のようなものだったのである。

結 び

Aliceにとっての無生物を考える上で、去っていった恋人のNedや自らを生命のな

い無生物のようにとらえていることをみてきた。そこには、孤独の苦しさを解消する

ために、求める対象を、彼女にとって一番心地良さを感じられた元の状態に戻そうと

する気持ちが隠れている。そして、それは、いつまでも変わらずそこにあるもの、お

金や家具といった物質を求めることにつながる。つまり、Aliceが無生物に愛着を抱

くということは、彼女にとって恒久的なものに執着することである。そうすることで、

孤独から逃れようとしたのだ。

WinesburgにはAliceの他にも、無生物とのかかわりを描かれる登場人物がいる。

GeorgeWillardの母親 ElizabethWillardはその一人だ。 彼女は ・Mother・で、
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・Althoughforyearsshehadhatedherhusband,herhatredhadalwaysbeforebeenaquite

impersonalthing.Hehadbeenmerelyapartofsomethingelsethatshehated・（23）と

あるように夫のTomを人格のある存在としてみることができない。また、客に見ら

れないようにホテルの中を動き回るElizabethの様子は、自分の存在を消そうとして

いるかのようだ。その上、Tomにとっては、彼女は幽霊のような存在になってしまっ

ているのだ。

もう一人の良い例は、・Loneliness・のEnochRobinsonだ。彼は、生きた人間との

関わりをやめて、生活感のない部屋で想像上の人物とだけ親密な関係をもとうとする。

Enochが作り上げたのは、今までに会ったことのある友人らの良いところだけを取り

出した、彼にとって都合の良い人物たちである。また、Enochは結婚しても、妻と子

との生活を長く続けることができない。あくまでも彼にとっては、結婚生活もゲーム

であり、そこにいる人々はゲームの駒のようにしかみることができないのだ。Enoch

のこういった様子もまた、生きている人間を、命のない存在のようにみている例だと

いえるだろう。このように、Alice、Elizabeth、EnochといったWinesburgにおける典

型的な孤独を抱える人物たちは、無生物との関わりをそれぞれに描かれている。やは

り、孤独と無生物を切り離して考えることは難しいだろう。

ただ、ここにあげた登場人物が、孤独の苦しみを解消できているわけではない。

Elizabethは、なすすべもなく孤独を抱いたまま死を迎え、Enochはワインズバーグ

の町に戻り・I・malone,allalonehere,...Itwaswarmandfriendlyinmyroombutnow

I・mallalone・（155）と泣き言をいうことしかできない。Aliceも例に違うことなく、

無生物に愛着を抱くことで一瞬の安らぎを得ても、孤独から逃れられることはない。

彼女は、いつまでも変わらないものを求めるのだが、そういったものを簡単に得るこ

とはできない。NedもAlice自身も年齢を重ねているのだから、当然10代の頃のま

までいられるわけはない。このことを、Aliceが全く気づいていないわけではない。

先にあげた、森で流れゆく季節を感じたり、・Adventure・の最後で・...manypeople

mustliveanddiealone,eveninWinesburg・（98）という事実に直面しようとしたりす

る場面は、時の流れには逆らえないことをAliceが認めざるを得ないことをうかがわ

せる5。孤独の苦しみの中であがきながら、彼女は自分の求めるものに無理があるこ

とを、うすうす感づいているのである。
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これまでみてきたように、・Adventure・で描かれる無生物への執着は、孤独から逃

れるために、恒久的なものを求めようとするあがきの表れである。しかし、求めてい

ることと現実の間に矛盾があるために、Aliceはどこまでいっても、その孤独の中に

どっぷりつかっていることしかできない。つまり、・Adventure・における・inanimate

objects・は、逃れられない孤独と向き合ってあがく、わずかながらのAliceの強さと、

皮肉なことにそのあがきによって、さらに孤独の深みにとらわれてしまう彼女の無力

さの象徴といえるだろう。

注

１ 引用は SherwoodAnderson.SherwoodAnderson・sWinesburg,OhiowithVariant

ReadingsandAnnotations.（Athens:OhioUP,1997）を用いた。

２ その他に代表的な批評家として、IrvingHoweやMalcolmCowleyらがいる。

３ Freudが1920年に刊行された『快感原則の彼岸』ではじめて死の本能について、

次のように論じている。

すべての生命体が〈内的な〉理由から死ぬ、すなわち無機的な状態に帰還す
・・・

るということが、例外のない法則として認められると仮定しよう。すると、

すべての生命体の目標は死であると述べることができる。これは、生命のな
・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・

いものが、生命のあるもの以前に存在していたとも表現することができる。
・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・

（『自我論集』162 傍点は原文の隔字体）

４ Whiteが・...thefictionaltownislaidoutwithconsiderablegeographicalandsocio-

logicaldetailandthatitissetinachronologythatinitsinternalconsistencycreates

noseriousproblems・（34）と述べるように、Winesburg全体を通して一貫性がな

いということではない。しかし、・JustasAndersonneverprovidesinoneplacea

fulldescriptionofhisimaginedtown,henowhereprovidesaspecificdateineitherthe

nineteenthorthetwentiethcenturywhenthestories・happened・・（31）と述べる

ように、舞台となった場所も年代も具体的な記載はなく、出来事がおきた順番に

も並べられていない。いずれにせよ、Winesburgで登場人物の年齢が、・Adventu

re・のAliceのように出来事とともに順を追って描かれることはあまりない。

５ Whiteは・Adventure・の最後の文章から・...thegrotesquepeopleofWinesburg,
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Ohio,aredoomedtoliveanddiealone....alltheworld・speoplearedoomedtolive

andtodiealone,nomatterhowwelltheydeludethemselveswithfantasiesofclose-

nessandintimatelove・（73）と結論づけられると述べている。Bowdenも同様の

ことを述べながら、Elizabethの孤独と死について ・Heronlyfinalsolutionwas

death,thelastescapefromlife・とし、続けて・Deathwouldseemtheonlyreally

completeescapefromlife,butdeathistoofinalananswer.Intheproblemofisolation

it,tooissimplyafact・（122）と述べる。加えて・...inthislonelylifethereareno

finalanswers,therearenofinaltruthsabouttheisolatedheart・（123）と述べる。

Bowdenが述べるように、孤独の解決として死を求める人物が描かれるが、だか

らといって、すべて死で解決するということではないだろう。・Adventure・の最

後でAliceは死という解決法を垣間見て安堵したのではなく、孤独もまた死と同

様、どうあがいても逃げられないものだと感じたのだといえる。
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